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   Fifty-three patients with urinary tract infections (UTI) were treated with Ofloxacin, 
a new oral synthetic antimicrobial agent, and its clinical efficacy was studied. Ofloxacin 

(600 mg/day) was administered to 35 patients with acute simple cystitis for more than three 
days, and to 17 patients with complicated UTI for more than five days except a case in which 
the treatment was interrupted for side effects. 

   Acute simple cystitis : In ten cases meeting the criteria of UTI committee, overall 
effectiveness rate was 100%. All of the 26 strains isolated from 26 patients disappeared after 
the treatment. In all of acute simple cystitis cases, 94.3% were evaluated as excellent or as 
moderate by attending doctors. 

   Complicated UTI: In 11 cases treated during five or seven days, 63.6% of patients showed 
improvement on pyuria. Seven out of nine strains isolated from seven patients disappeared.
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However, two strains of P. aeruginosa and P. cepacia persisted  after the treatment. In all of 
the complicated UTI cases, 38.9 % of patients were evaluated as excellent or as moderate by 
attending doctors. Some slight side effects were observed in four out of 53 cases. 

   This study showed that Ofloxacin is effective against urinary tract infections. 

Key words: Ofloxacin, Urinary tract infection

緒 言

Ofloxacin(OFLX)は,1980年 に第一製 薬株式会

社で開発された ピ リドンカルポ ン酸系の経 口合成抗菌

剤であ る.構 造式は,Fig.1に 示す ごと くquinoline

骨格にoxazine環 を有 している.そ の特色 は,他 の

ピ リドンカルボ ン酸系合成 抗菌剤 に比 して抗菌スペ ク

トルが広 く,緑 膿菌を含む グラム 陰 性 菌 を 始 め,グ

ラム陽性菌 に 対 して も優れ た抗菌力を持 っているこ

とi>,ま た,こ れ ら同系薬剤に比 して,高 い血 中濃度

と良好な組織移 行性を示す ことで,尿 中へは80%以 上

が24時 間以内に未変化体の まま排泄 され るといわれて

いる1).こ れ らの点か ら本薬剤は尿路感染症の治療 に

適 した もの と考 え られ る.わ れわれ は単純性お よび複

雑性尿路感染症に対 して本薬剤を使用 し,そ の臨床的

有用性について検討 した.
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Fig.1,Chemicalstructureofofloxacin.

対 象 と 方 法

対象は1985年9月 か ら1986年2月 までの6ヵ 月間

Yom,旭 川医科大学附属病 院泌尿器科お よびその関連病

院泌尿器科を受診 した外来患者お よびその期間 中の入

院患者の うち,尿 路感染症 と診断 された53名 である.

疾患別内訳 はTableI,2に 示 した通 り,急 性単純性

膀胱炎35名 、泌尿器科 的基礎疾患を有す る複雑性尿路

感染症18名 である,急 性単純性膀胱炎患者は全例 女性

で18～84歳 平均48.6歳 であった,発 症か らの期間は

1～14q間 で,平 均4.0日 であった.複 雑性尿路 感染

症患者は男性10名,女 性8名 で40～81歳,平 均62.9歳

であ った.慢 性複雑性膀胱炎14例,慢 性複雑性 腎孟 腎

炎4例 で,カ テーテル留置例は8例 であ る.泌 尿器科

的基礎疾患の 内訳はTaUle3に 示 した通 りで,神 経

因性膀胱11例,腎 結石2例 その他5例 であ った.

薬剤 の投与方法 は,全 例OFLX1回200mgを

1日3回 投与 とし,急 性単純性 膀胱炎 で は最低3日

間,複 雑性尿路感染症 では最低5日 間投 与 と した.

Table4に 投与開始 か ら効果判定 までの投与 日数の

内訳を示 した.

投与前 と効果判定 の際には,尿 回数,排 尿痛 と残尿

感の程度,発 熱の有無,下 腹 部痛や腎部痛の有無な ど

の臨床症状 と尿所見を記録 し,可 能 なか ぎ り尿中細菌

培養 と血液お よび血液生化学的検査 を施 行 した.ま

た,効 果判定時 には,副 作用に よる症状の有無を記録

した.

UTI薬 効評価基準2・3)の患者条件に合致 した症例に

ついては,こ れ に従 って効果 判定を行ない,こ れ とは

別に,す ぺての症例について臨床症状や副作用の有無

を加味 して主 治医に よる有用度の判定を行なった.

結 果

1.急 性単純 性膀胱炎

35例 の急性単純性膀胱炎患 者中,3な い し4日 間投

与 の22例 について頻尿,排 尿痛お よび膿尿の改善につ

いて検討 した.

頻尿:Fig.2に 示 す通 り,排 尿回数の明 らかな21

例 の投与前の排 尿回数 は1日ll～13回 が最 も多 く,11

回以上が7L5%と 過半数を 占めていた.投 与後の排尿

回数 は7回 以下が76.2%で,全 例が10回 以下 と著名な

改善 を認めた.悪 化は1例 もなか った.

排 尿痛:Fig.3に 示す 通 り,投 与前 に排尿痛を訴

え た 者 は17名 で,投 与後 に は その うち12名(70.6

%)に 排尿痛 の消失を認めた.悪 化 は1例 もなか っ

た.

膿尿:膿 尿の程度をUTI薬 効評価基準 に従 って5

段階に分けた.Tablc5に 示 す 通 り投 与前 に10コ!

hpf以 上の者は22例 中17例 あ り,そ の うち12例(70.6

%)で 膿尿の 消失を 認めた.10コ1hpf未 満の5例 で

は全例で消 失 した.

急性単純性膀胱炎症例中,投 与前後の尿細菌培養を

行な った29例 の うち,27例 の投与前尿か ら起炎菌が同

定 された.菌 種はTable6に 示す通 りでE.coli17

株を含む26株 であ り,す ぺて単独感染であ った.投 与

後の尿細菌培 養では ∫銘ηα膨3`8η53株,P.η2漁 う沼5

iを は じめ,グ ラム陽性球菌のS.aureus1株 を含

むす ぺてが消失 し,急 性単純性膀胱炎全体での除菌率
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ClinicalsummaryofacutesimplecystitistreatedwithOFLX.
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Table2.ClinicalsummaryofcomplicatedUTItreatedwithOFLX.
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Underlyingdiseasesof

complicatedUTIcases.

Neurogenicbladder

Renalstones

PostTUR-P

Cancerofthebladder

Canceroftheprostate

Ccnceroftheuterus

〉〉

z

z

1

i

1

Total 18

はloo/で あった.菌 交代に よる新たな出現菌は認め

なか った.

UTI薬 効評価基準に基 づ く患者条件,す なわち16

～70歳 未満で排尿痛を有 し,発 症か ら2週 間以内で投

薬前にioコ!hpf以 上の膿尿 とio<コ/ml以 上の尿中

細菌を認めた ものは35例 中10例 であ った.10例 中3日

1307

間投与例が9例 で残 りは患者 条件 をほぼ満たす もの と

して判定対象 に加xた.

Table7に 示す通 り10例中著効5例,有 効5例,無

効は0で,総 合有効率は100%で あ った.

急性単純性膀胱炎全症例に対す る主治医に よる有用

度判定では,き わめて有用ない しは有用 と判定 され た

ものは33例 で94.3%で あ った(TableH).

2.複 雑性尿路感染症

18例 の複雑性尿路感染症患者中,5～7日 間投与 の

ll例Y`つ いて膿尿に対す る効果を検討 した.Table8

に示 した通 り,投 与前11例 全例に5コ/hpf以 上の膿

尿を認め,投 与 後5例(45.4%)に 膿尿の消失を認め

た.改 善は18.020.不 変は36.4%で あった.カ テーテ

ル非留置群4例 中3例 では消失 したが,カ テーテル留

置群7例 中消失 は1例 のみであった.

複雑性尿路 感染症症例中,投 与前後で尿細菌培養を

行な った10例 の うち8例 の投 与前尿か ら起炎菌が同定

Table4,Durationoftreatment.
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EffectofOFLXonpyuriain

acutesimplecystitis.

Before
After

十

十

十

(±)

帯 十 十

2

±

3

4

4

4

(5)
Cleared

Decreased

Unchanged

Table6,

is(70,6%)

a

5(29.4%)

BacteriologicalresponsetoOFLXin

acutesimplecystitis.

No.ofstrainsEradicatedPersisted'

され た.Table9に 示 した 通 り菌 種 は グ ラ ム陽性 菌4

株 を 含 む9株 でs.ψ 漉 枷 醗5とE.coli,P.cepacia

とC.albicansの 混合 感 染 を各1例 認 め た.投 与 終 了

時 の 消 失 は7株 で複 雑 性 尿 路 感 染症 全体 で の除菌 率は

77.8%で あ った,P.aesuginosa,P・cepaciaの 計2株

は す ぺ て 投与 終 了後 も継 続 して 同 定 され た が,グ ラム

陽 性 菌 の4株 はす ぺ て除 菌 され た.菌 交 代 に よ る新 た

な 出現 菌 は,T.gla6rata,C.albicansの 各1株 で あ

った.

5～7日 間 投 与 の11例 の うち,UTI薬 効 評 価基 準

の そ の他 の患 者 条 件,す なわ ち5コ1hpf以 上 の膿 尿 と

Table8.
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Symptom

Pyuria

Bacteriuria

Eliminated

Decreased
(Replaced)

Unchanged

Efficacyonpainonurination

Efficacyonpyuna

Resolved

Cleared

田

De-

creased

Un-

changed

z

7(10%)

a(eo/)

Improved

Cleared

3

匪

creased

Uo-

changed

3(30%)

〔コ Exce閥ent

[コ Moderate

Poor(orFailed)

5(50%)

5(50%)

Persisted

Geand
匪

creased

Un-

changed

z(zo/)

Etiicacyon

bacteriuria

10(100%)

Casetotal

io

Overalleffectivenessrate

10110(108%》

Table9, BacteriologicalresponsetoOFLXin

complicatedUTI.

No.ofstrainsEradicatedPersisted' Strainsappearing
attartreatment

GE.faecalis

PS.agalactive

CS.epidermidis

1

t

s

t

t

s

Torulopsisglatxata

GEnteroba【 虎研

P.aeruginosa

NP.cepacia

E.coli

eC.albicans

t

l

t

1

1

t

t

t

t

t

Candidaalbicans

Total 9 7 z z

蚤 ㎎ ●r曲"o奮b醐 ●risloount
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Table10. OverallclinicalefficacyofOFLXin

complicatedUTI.

Pyuria
Bacteriuria

Eliminated

Decreased

Replaced

Cleared

0

盲

Decreased

1

Unchanged

Efficacyonpyuria 3(75.0%) t(ts.o/)

Unchanged Efficacyonbacteriuria

3(75.0%)

1(25.0%)

〔 コ ・XC・II㎝・

OModerate
購 翻P。 。・(。・F・il・d)

z(so.o/)

z

0

Casetotal4

Overalleffectiveness
rate

4/4(100%)

io4コ以上 の尿中細菌数を 認め る症例は4例 あ り,こ

れらについてUTI薬 効評価基準に 基 づ い て 総合臨

床効果を判定 した.Table10に 示 した通 り,4例 中

著効 有効 それぞれ2例 で各50.0%,総 合有効 率は

100%で あ った.

複雑性尿路感染症 の全症例に対す る主治医に よる有

用度判定では,き わめて有用 ない しは有用 と判定 され

たものは7例 で38.9%で あった(Table11).

Table11.Overallclinicalefficacyevaluated

byattendingdoctors.

Excellent十Totol

Moderate

中29例 で施行 された投与前後の血液 ・血液生化学検査

では,全 例で異常を認めなか った.

ExcellentModerateFair Poor

考 察

Acutesimple

cystitis

Complicated

UTI

21121 133(94.3%)35

34561(38.9%)19

3.副 作用

53例 の全症例で投与期 間中に認め られ た 副 作 用 を

Table12に 示 した.4例 に副作用を認め,発 現率は

7・5%で,う ち3例 は消化器症状であ った.投 与を中

止 したのは悪心 ・食思不 振を訴 えたi例 のみ で,投 与

中止後,症 状はただちに消失 した.他 の3例 は投与を

中止するにはいた らなか った.皮 膚炎増悪 の1例 は カ

ンジダ皮膚炎 と診断 され外用治療にて軽快 した.53例

Table12.Incidenceofsideeffectsduring

orafterOFLXtreatment.

No.ofpts.

Nauseal

Heartburni

Deteriorationofdermatitisl

Nauseaandanorexiai

Total 4(1.5%)

Ofloxacin(OFLX)は 新 しく開発 された ピ リドン

カルボ ン酸系の合成経 口抗菌剤で,同 系 の抗菌剤には

Nalidixicacid,Pipemidicacid,Piromidicacid,

Cinoxacin,Norfloxacinな どがある.OFLXの 特

長 は,こ れ ら同系 の薬 剤に比較 してP.aeruginosaを

含む グラム陰性菌のみならず グラム陽性菌 に対 して も

幅広い抗菌 スペ クrル と強 い抗菌力を有 していること

とされてい るD.ま た,経 口投与に よって,こ れ ら同

系薬剤に比べ よ り高 い血中濃度が得 られ,24時 間以 内

Y`80%以 上が未変化体 のまま尿中に排泄 されるとされ

ている1).や は りグラム陽性菌に も抗菌スペ ク トルを

有す るNorfloxacinと の比較 でも血中 お よび 尿 中濃

度 が高 いことが 明らかにされ て い る4).以 上 の 点 か

ら,OFLXが 尿路感染症に きわめて有効な抗菌剤 で

あるこ とが推定 され る.

急性単純性膀胱炎に対す る今回の検討ではUTI判

定で 著効50%,有 効50%で 総合有効率 は100%と な

り,上 記 のOFLXの 尿路感染症に対 す る 有効性 を

裏付け る結果 が得 られた.主 治医に よる判定で もきわ

めて有用 と有用 を合わせ ると94.3%と な り,臨 床的に

は充分 満足すべ き結果 であ った.

急性単純性膀胱炎に対す る本剤の効果 は,富 永 ら5),

長谷川 ら6),原 田 ら7),鈴 木 ら8)に よって 総合有効率

100%と 報告され てお り,新 薬 シンポ ジウムでは264例

の全国集計で99.6%と 報告 され ている1).今 回の検討

に よる頻尿 と排尿痛の著明な改善は この有効率を裏付

ける結果であ った.

急性単純性膀胱炎での細 菌 学 的 効 果 は,S.aureus

をは じめ,S.marcescens3株,P.mirabilis1株 を含

む全株 が消失 し,除 菌率は100%で あった.富 永 ら5),
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長谷川 ら6),原 田 ら7)は150～400mg/dayと 今回の

検討量 の600mg/dayよ り少 な い 投与量でわれわ れ

同様ioo/の 除菌率を報告 している.ま た,石 神 ら9)

はOFLX100mg内 服8時 間後 の尿中濃度が 約50

μg!mlで あることか ら急性単純性膀胱炎 に対 しては,

300mg/dayの 投与で 充分 な治療効果が得 られ ると推

測 している.熊 本 らlo)も,OFLXlOOmg内 服22～

24時 間後において も10ug/ml程 度の尿中濃度を認め

るためi日1回 の内服で も相当の臨床効果 が期 待でき

ると述ぺている.し たが って急性単純性膀胱炎に対 し

ては,今 回の検討量 よ り少ない投与量で も充分 な効果

が得 られたであろ うと推察 される.

複雑性尿路 感染症に対する今回の検討 ではUTI判

定で総合有効率100%と なったが,対 象症例が4例 と

少 な く,こ れ のみでは一概 に評価 しがた い.5～7日

間投与 の11例 につ いて膿尿に対す る効果をみ ると,正

常化45.4%,改 善18.2%で あった.富 永 ら5),長 谷川

ら6),原 田ら7),鈴 木 らs)によれば,正 常化 は各 々37.5

%,71%,69%,40%,改 善は各 々22.5%,5%,0

%,・25%で あ り,正 常 化と改善を合わせ る と60～76%

と考 えられ る.わ れわれ の検討では,両 者 を合わせて

63.6%と な り,ほ ぼ妥当な結果 と考え られ る.

細菌学的効果 に 関 して は,グ ラム陽性菌4株 はす

べて除菌 され,グ ラム陽性菌 に対 して もorLxの

有効性 が うかがわれ た.一 方,グ ラム陰性菌 ではP.

aeruginosaP.`ψ α6fαの計2株 が存続 した.OFLXの

P.aesuginosaに 対す るMICは,同 系のNorfloxacin

に対 して2倍 程度高い とされ てい る11)が,尿 中排泄が

非常に よいため,実 際の臨床例では50～ioo/と 比較

的高い 除菌率が 報告され てい る5-8,12).今 回の検討 で

は症例数お よび分離株数が少ないため,こ の点 を確認

す るにはいた らなか った.

主治医に よる有 用 度 判 定 の38.9%は,富 永 ら5>の

62.7%,百 瀬}2)らの66%,鈴 木 ら8)の75%に 比 してか

な り低 く,ま た前述 した膿尿の改善度 の63.6%に 比べ

てもかな り低い値 である.こ の一因 としては,今 回の

対象症例の基礎疾患 の うち 神経因性膀胱 が61%を 占

め,こ れ らは比較的 自覚症状の変化に乏 しく,き わめ

て有用 または有用 と判定 された ものがわずか27.3%で

あった ことがあげ られ る.

副作用に関 しては,2,856例 の全国集計で99例(3.5

%)の 発現が報告 され てい るUが,わ れわれの症例で

は3例(5,7%)に 消化器症状が 出現 した.い ずれ も

重篤 なものはな く,投 与中止の1例 も特別 な処置を必

要 とせずに軽快 した.カ ンジダ皮膚炎増悪 の1例 は本

来 の意味での副作用 とはいい難いが,本 剤 の使用 と無

関係 とはいえず,あ えて加 えた.強 力な抗菌剤を使用

す る際 の注意点 と考える.

ま と め

新 しい経 口合成抗菌剤OHoxacin(OFLX)を53名

の尿路感染症患者に使用 し,臨 床的検討を加えた.

OFLX(600mg/day)を35名 の急性単純性膀胱炎患

者には3日 間 以上,18名 の複雑性尿路感染症患者 には

副作用で投与を中止 した1例 を除 いて5日 間以上連 日

投与 した.

急性単純性膀胱炎;UTI薬 効評価基準 に 合致 した

10例で総合有効率100%を 得た.同 定 しえた26株 の起

炎菌はすべて消失 し,自 覚症状 も著 明に改善 した,全

例に対す る主治医判定 では,94.3%が きわめて有用 ま

たは有用 とされた.

複雑性尿路感染症 二5～7日 間投与 の11例 中63.6%

に膿尿 の改善を認めた。UTI薬 効評価基準に合致 し

た4例 では総合有効 率100%を 得た.同 定 しえた9株

の起炎菌 の うち7株 が消失 した.全 例に対す る主 治医

判定 では,38,9%が きわめて有用 または有用 と判定 さ

れた.

53例 中4例 に軽度 の副作用を認めた.

OFLXは 尿路感染症y:.有効 で あ る との 印象を得

た.
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